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   Fifty six males with gonococcal urethritis were administered 600mg of norfloxacin (NFLX) 
daily for 7 days, before the effects were examined. The pharmaceutical effects were studied on 
the third and the seventh day after administration. Pronounced effectiveness of 77.8%, effective-
ness of 19.4% and ineffectiveness of 2.8% were found on the third day after administration, and 

pronounced effectiveness of 94.4%, effectiveness of 5.6% and ineffectiveness of 0% were found on 
the seventh day after administration. Effectiveness of 100% was obtained up to the seventh day. 

   Minimum inhibitory concentration (MIC) of NFLX and ampicillin (AMPC) were determined 
for 14 strains. The peak of MIC of NFLX was found at 0.05 pg/ml and all strains were 0.78 pg 

/ml or lower. The peak of MIC of AMPC was 0.1 pg/mi. MICs of both drugs were 0.78 pg 
/ml or lower, and resistant bacteria were not found. In view of the analyses of age distribution 
of patients and source of infection, the peak was found in the twenties and the source of infection 
in 64.7% were, so-called, professional women.

(Acta Urol. Jpn. 35: 705-709, 1989)
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緒 言

淋菌感染症は海外交流,婚 外交渉 の増加等に よ り増

加傾 向が うかがわれ る.淋 菌感染症 は届 出が義務づけ

られている ものの実態は不明であ り公衆衛生学的に も

問題 とな っている.

最近speccinomycin耐 性菌や ペニシ リンに対 し耐

性 の β一lactamase産 生 の淋菌が増加 している とい う.

今回新 しい化学療法剤norfloxacin(NFLX)を 用い

男子の淋菌性 尿道炎 の治療 効果 に つ きgroupstudy

を行 ったので報告する。

対 象 と 方 法

対象症例 は1985年8月 よ り12月までに名古屋 大学泌

尿羅科 お よび関連病院を訪れ た男子 で,淋 菌性 尿道炎

と診断 した57例 であ る.こ の うち1例 は非淋菌性 尿道

炎 と判明 し除外,ま た3例 については治療後来院がな く

除外 し,結 局53例 について治療効果の分析がで きた.

患老 の尿道分泌物 または初尿を各施設において,グ

ラム染色を施行 し,膿 球 内に双球菌を認め,培 養で淋

菌 と同定で きた ものは47例,4例 は培養陰性,2例 は

不 明であ った.

この47例 の培養株をTransGrow培 地に接種 し,

あ らためて淋菌の分離 同定を行 い,NFLXお よび 合

成 ペ ニシ リン,ア モキ シ リンにつ い てMICを 測定

した.MICの 測定培地 として,Mue11er-Hinton培

地に馬血液を加えたチ ョコレー ト培地を使用 した.

治療法および効果判定

NFLX100mg錠 を6錠1日3回 分与で食後投与

した.投 与期間は7日 間連続投与 し,投 与後3日 目,

7日 目に治療 効果 の判定を 行い,あ わせて服用の確認

を行 った.

治療効果の判定は3日 目お よび7Ei目 に以下の項 目に

ついて検討 した.1)尿 道分 泌物の有無,性 状,2)淋 菌

の有無,3)分 泌物 また は初尿 の膿球所見,4)自 覚症状,

なお尿道分 泌物 の量 は自然排出あ り構,し ごくと多量

排出する十ト,し ご くと少量の排出あ り+,分 泌物 な し
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一,と した.NFLX投 与 後淋菌消失 し尿道分泌物の

消失を署効,淋 菌が消失 し膿性分 泌物 の残存を有効,淋

菌の残存 は無効 とした.な お尿道 ス ミァ5/hpf以 上 ま

たは尿中白血球10/hpf以 上を+と した.

結 果

TableL潜 伏期間

～3日1426 .4$

4～7日2241.5瓢

8～14日1222。6∫
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年 齢 分 布 はFig.1に 示 す ご と く20歳 末 満 が1例 で

1.9%,20歳 台 が24例 で45.3%,30歳 台12例22.6%,40

歳 台14例 で26.4%,50歳 台2例3.8%で あ り平 均 は

32.9歳 で あ った.

人

30

20

10

0
19才未満20才 台30才 台40才 台50才 台

(19才 ～54才 平 均32.9才)

Fig.1.年 齢 分 布

感 染 の 機 会 が あ り 症 状 発 現 ま で の 潜 伏 期 間 は

Table1に 示 す ご と く,3日 未 満 が14例26.4傷,4日

～7日 が22例41 .5%,8日 ～14日 が12例 で22.6%,15

日以 上 は2例3,8%,不 明は3例 で5.7%で あ った.

15～

不 明

23.8∫

35.7$

感 染 の機 会 の 相 手 はTable2に 示 す こ と く,ホ ス

テス10例18.9%,ソ ー プ ラ ン ド嬢24例45.8%,友 人5

例9.4%,そ の 他2例3.8%,不 明12例22.7%で あ った.

尿 道 分 泌 物 の 量 は 借2フ例50.9%,升17例32.1%,十

9例17.O%eで あ った.

治 療 効 果

淋菌および尿道分泌物の消失でもって治療効果を投

Tablc2.感 染 機 会

ホ ス テ ス 1018.9X

遊 ソー プ ラ ン ド2445.8X

そ の他

不 明

2

3

3.8$

5.7$

素人 友 人 5 9.4$

不 明 917.0$

Tablc3.治 療 効 果

薬

効

評

価

治 療 後 検 査 所 見 治 療 日 数

淋

菌

白 血 球

3

日

7

日

口 尿 道 ス ミア

ロ(初 尿)

膿

性

漿

性

≧5/HPF

1000X

≧10/HPF

400×

4～1/HPF

1000×

9～1/HPF

400×

O

O

∈)

O

(

著
効
)

有

効

○ 16「 28-「

" ○ 877.8% 494.4%

一 ○ 4一 2」

㊥ 6-一 一1 2-一 一「

一 ㊥

19.4%

1__」

5.6%

一

無
効

① 12.8%
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与 後3日 お よび7日 に判 定 した,投 与 後3日,7日 と もに

来 院 し評 価 可 能 で あ った症 例 は36例 で,投 与3日 で 淋

菌 お よび尿 道 分 泌 物 が消 失 した 著 効 例 は28例77.8%,

有 効7例19.4%,無 効1例2.8%で あ り,7日 目で は

著 効34例94.4%,有 効2例5.6%,無 効0で あ り,全

体 と してIOO%有 効 で あ った(Table3).

菌 を分 離 培 養 しMICを 測 定 し えた 株 は14株 であ

った.NFLXお よびAMPCのMICを 測 定 した,

14株 中 全 例 両者Mlcはo.78P9/ml以 下 で あ り,NF

LXはAMPCに 比 し中央 値 が低 い 方(0.05μ9/m1)

に 偏 って い るが,今 回 の 検 出 した 菌 株 で は 差 が な か

った(Fig.2).

(%)

100

50

●一一 一 ●NFLX

os-oAMPC

M,C

・'9加10
.0063

D㎎

0,012 0,025 0.05 o」 0.2 o.39 0.78 1.弱 3.13 6.25 To電aI

NFLX 2 7 1 2 1 1 掲

AMPC1 1 5 3 4 14

Fig.2.N.eonorrhoeaeの 感 受 性 分 布

なお今回の症例中前立腺炎 または副睾丸炎を合併 し

た症例はなか った.

副 作 用

副作用は自覚および他覚的に も全 く認め られず,投

与を中止 した症例 もない.

考 察

熊 本 らDに よる と,淋 菌 感染症は,履 出 され た もの

は1983年 で人 口10万 あた り8.8人 であるが,実 態 は届

出数 の10倍 くらいあると推定 してお り,疫 学的に も問

題 である.5力 刀閻に56症 例の治療を行 ったが,こ の

数字は各施設共平均的 な症例数で,特 に多いとか少な

いとい う印象は持 っていないので,こ の地区のiiZ均的

発生件数を示す もの と思われる.今 回のわれわれの調

査では,感 染機 会の相手はいわゆ るホステス ・ソープ

ラ ソ ド嬢が全体 の60%以 上を占め ていた.患 者の年齢

層 は20歳 台が ピークで他の報告 と似 ているが,10台 の

患者 は1名(1.8%)と 少 な か った.潜 伏期 間は4日

～7日 が最 も多 く,こ れ も熊本 らDの 報告 と大差 はな

か った.

淋菌に対する治療 では従来 よ りペ ニシリンや スペ ク

チノマイ シンに大 きく依存 していたが,両 剤に対す る

感受性の低下が報告 されてお り,ま たアナフィラキ シ

ー反応,β 一lactamase産 生菌 の分離 な どか らペ ニシ リ

ンの 使用が 減少 して いる.1979年 以来PPNG(β 。

lactamase産 生 淋菌)の 分離が報告 され,熊 本 ら2)は

1982年IO.4～16.7%と 報 告 している.

今回われわれはNFLXを 用 い,男 子 の 淋菌性尿

道炎 に対 し臨床効果をみた.NFLXは ピリ ドンヵル

ボ ソ酸系薬剤で,6位 に フッ素,7位 にpiperazineを

含む優れた抗菌力 を持った広 域抗菌剤 である.す でに

Crider3)はNFLX1,200mgを1日2回 に 分 け1

日投与のみで有効 な成績を報告 してい る.わ れわれは

600mgを1H3回7日 間投与 して,3日 目と7日 目

に臨床効果 を確認 した のであるが,3日 で77.8%が7

日で94.4%oの 著効 の率 で や は り600mg7日 間服用

す る必要がある と考 える.尿 道炎は尿路感染症の1つ

であるが,尿 路感染症 の抗菌療法は尿中濃度の高い薬

剤では極め て好 ま しい影響を受け るのに対 して,尿 道

炎では尿の接触時間が短 く,こ の点か らみる と性器感

染症に近 い性格を持つので,血 中有効濃度の持続が重

要 となる.こ の実験 では有効血中濃度の持続 の面か ら

8時 間間隔の服用法を とらず,通 常の毎食後服用の方

法を とったに もかかわ らず,良 好な成績 を収め ること

ができた のは,淋 菌の感受性が著 しく高 いため と思わ

れるが,3日 目に淋菌が検出 された ものが1例 み られた

こと,こ の報告外ではあるが,2週 間 後再発をみた1

例を経験 した こと等か ら,8時 間毎に 内服す る方法や

Criderら の1日 療法の検討 も必要であろ う.な お5。6

%は7日 間服用後で も尿道分泌物が残 り,い わゆる後

淋菌性尿道炎を呈 した.お そら くクラ ミジア感染の可

能性 もあ るが,男 子 淋菌性 尿道炎 の25～30%に クラ ミ

ジアの混合感染がみ られ ることか ら,NFLXも クラ

ミジアに有効であ った と考 えられ る.

今回AMPC,NFLXに つ い てMICを 測定 した

が,熊 本 ら2)はAMPCのMICは0.1μ9/mlに ピ

ー クはある ものの,o.78μ9/ml以 上 のMlcを 示 し

た ものは1・1.4%であった と報告 している.

われわれ の成績 ではAMPCのMICは14株 とも

o。39μg/ml以 下であ り,AMPC,NFLXに 対す る耐

性菌は 見られなか った。なお各施設 で淋菌 が培養で き

た ものが48例 あった のに もかかわ らず,14株(29.2%)
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しかMICを 測定で きな か ったのは,TransGrow

培地に植 え検査セ ンターへ の輸送 の時間,方 法に問題

があったか もしれず 今後の検討課題 であ る.

結 語

56例 の男子淋菌性尿道炎 に 対 しNFLX,600mg!

dayを7日 間 投与 し,3日 目,7日 目に その効果 を

検討 した.3日 目で77.8%著 効,7日 目に94.4%が 著

効であ り7日 目までに100%右 効 と認 め られた.淋 菌

のMICを14株 についてAMPCお よびNFLXに

ついて測定 した.AMPC,NFLXと もに耐菌性 は見

られなか ったが,NFLXはAMPCに 比べMICの

中央値は全体 に低 い値(0.05μg!ml)を 示 した.
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